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今すぐに救命処置を必要としない場合でも、時間の経過とともに、生命に関
わってくることも十分に考えられるので、このようなときはファーストエイ
ドがとても重要になってきます。
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全血液量は体重の約８％なので、体重６０キロの人だと、約５Lが全血液量と
なります。

生命を脅かす出血は、動脈性出血と静脈性出血です。
動脈性出血は、一気に大量の血液を失うため、出血死の恐れがあります。こ
れに比べ、静脈性出血は、出血が持続し、出血多量になると、生命に危険を
及ぼします。
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全血液量は体重の約８％です。（例：体重６０キロの人だと・・・４．８Lが
全血液量）

ショック症状
上記以外で、無気力・無関心になる、表情がぼんやりしている、手足が冷た
く湿っている、目がうつろになる、うわごとのようなことを言っている な
どがあります。
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出血部位より体幹に近いほうを縛って圧迫する（前腕部だったら、上腕部を
圧迫）」など耳にしたことがある方がいるかもしれませんが、これは使い方
を誤ると、神経損傷や筋肉損傷の恐れがあるため、訓練を行っていない方
（医療従事者等以外）には推奨していません。
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圧迫が弱いと出血は止まらないので、力強く止血する必要があります。
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水道が近くに無い場合は、紙やタオルなどを用いて目に見える血液は拭き取
り、その後、流水で洗いましょう。
人工呼吸時は、ポケットマスクや一方弁付呼気吹き込み用具 があれば利用す
る。両者ともＡＥＤと一緒にセットになっていることもある。
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土などが付着した傷口をそのままにしておくことで、破傷風になる可能性も
あります。どんな傷でも「擦り傷だから」、「深そうだけどカットバンでい
いや」等と侮らないでください。流水でしっかりと洗い流し、少しでも感染
の危険を防ぎましょう。

8



液体では、熱湯やミルク、油などがあり、個体では、ストーブや鍋などがあ
ります。
上記以外だと、火災や雷、酸、アルカリ、放射線などがあります。熱傷の深
さや範囲によっては、熱傷部分だけでなく、重篤な全身症状を引き起こす場
合もあります。

9



水疱は傷口を守っています。そのため、水疱を破ってしまうと、感染症の危
険に晒されます。
熱傷では、負傷した部位の皮膚としての機能（体温維持）を失ってしまうた
め、冷却や脱衣によって体温が低下する危険があります。
そのため、広範囲熱傷や重症の傷病者では、低体温に注意が必要です。低体
温は循環に悪影響を及ぼすため、ほかの病態を誘発させる可能性もあります。
傷病者の状態に合わせ、冷却をするか保温をするか判断しましょう。
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・砂利が付着していたりなど、明らかに汚れている傷は、水道水でしっかり
洗い流してから処置を行ってください。
・傷を覆うタオルやガーゼは清潔なものを使用し、直接手で触れないでくだ
さい。（清潔操作）
・包帯を使用する際は、指先などの抹消を包帯で覆わずにしてください。
（きつく締めすぎて指の色が変わっていないか等確認するため）
・傷口の真上に結び目がこないようにしてください。
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例えば・・
・ 意識がある場合は、傷病者にどのような姿勢が楽か聞きながら体位管理を
し、苦痛を和らげ、安静を保つ。
・ 傷病者の体温が逃げないように毛布などで下から包み保温する。
（洋服が濡れていたらなるべく脱がせてから保温する）
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衣服が濡れているときは、脱がせ体を拭いたうえで、保温を行います。
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けいれんの持病がある場合は、いつもと同じ発作を起こした場合は意識が戻
るまで回復体位にして気道を確保し様子を見てください。

けいれんが治まったら、反応の確認を行ってください。反応が無ければ心停
止の可能性もあるため、心肺蘇生法の手順に従ってください。
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高齢者は、体内の水分量が少なかったり、体温調節機能が鈍くなっていて、
暑いと感じにくくなっています。また、エアコンを使いたがらなかったり等
も相まって、熱中症になりやすいです。
乳幼児においても、体温調節機能が未発達のため、熱中症になるリスクが高
くなっています。また、大人と比べ地面に近い位置で生活しているため、照
り返しの影響を受けやすくなっています。
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熱中症の応急手当で、自身で水分補給が出来ない場合や、意識状態が悪い場
合は無理に飲ませようとしないでください。また、その際は１１９番通報を
行い、医療機関を受診しましょう。

熱中症を防ぐには、
・外出ルートでの日陰の場所を把握しておきましょう。
・屋外での長時間の作業はなるべく避け、行う場合はこまめな休憩を心掛け
ましょう。

※水分補給には、水ではなくスポーツドリンクや経口補水液などを飲みま
しょう。
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救助者が複数いる場合は、ファーストエイドと一次救命処置を同時進行で
行ってください。
ファーストエイドに限らず、少なからず傷病者の身体に触れる可能性があり
ます。
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